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　U１２世代のチームを作るためには、チーム加盟・指導者登録・競技者登録・会場確保・備品購入が

必要になります。

　チーム加盟・指導者登録・競技者登録については、インターネット上で「Team JBA」を通して手続

きを進めます。加盟・登録とは、日本の「バスケットボールファミリー」の一員になることであり、日

本バスケットボール協会や都道府県バスケットボール協会が主催する大会や講習会、イベント等に参加

する権利を得ることです。全国から集まった加盟・登録料を、日本のバスケットボールファミリーの皆

様に様々な形でバスケットボールを楽しんでいただくために、そして日本のバスケットボールが強くな

るために、多様な大会や環境づくりに役立てています。

１　チーム加盟　［コーチ、審判とも１名以上の登録が必須］

　チームは代表者、コーチ、審判などのスタッフと競技者で成り立っています。まず、年度当初にチーム

の加盟手続きを行います。その際、代表者、コーチ、審判などの登録を行う。次に競技者の登録を行い、

必要な「チーム加盟料」「競技者登録料」をすべて支払うことで、登録が完了します。ライセンスを持って

いないコーチや審判を登録することも可能ですが、大会等に参加する場合は、各大会等で定められたコー

チライセンスや審判ライセンスの保有が必要になる場合があります。

２　指導者登録

　子どもたちにとって安心、安全な環境を構築することやスポーツの楽しさを広げていくこと、さらには

人間力・競技力の向上に寄与するために、コーチに必要な知識・能力等を身に付けることを目的にコーチ

ライセンス制度が設けられています。コーチライセンスは各大会等に参加するためだけでなく、普段子ど

もたちに指導を行うために必要な知識とスキルを学ぶという意味で、子どもに直接指導を行う者は取得す

るべきです。ライセンスランクは様々あり、大会参加条件に規定もあるので、それぞれの大会要項等で確

認が必要です。

３　競技者登録

　子どもたちは、まずチームに所属する必要があります。登録年度の４月１日時点で１２歳未満の者とし、

「①競技者の主たる居住地から当該チームの主たる活動場所まで安全に無理なく集合して活動し、活動後は

安全に無理なく帰宅できる範囲のチームであること」「②競技者の移動中の安全の確保について、当該競技

者の保護者が責任をもって行える環境であること」といった条件を満たした者が希望チームに所属できま

す。その後、インターネット上から活動するすべての競技者について個人登録を行います。Ｕ１２について

は、チーム責任者がチーム登録と同時に競技者登録を一括で登録することになります。競技者の所属先チー

ムについては、各チームによって方針や活動内容が様々であるため、あらかじめ見学や体験をするなど、

自分にあったチームに所属することが可能です。なお、３年生以下の登録料は無料となっています。
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４　競技者の移籍

　Ｕ１２世代は、育成年代であることから長期競技者育成理論（ＬＴＡＤ）に基づき、個々の発達段階

に合わせた指導を行うため、長期的な視野で指導環境の構築や指導を行う必要があります。そのため、

育成年代の競技者に対する指導環境や活動環境が度々変わることは好ましくないとの考えから、基本的

に移籍は想定されていません。ただし、「①転居」や「②人間関係等のトラブル」といった特別な事情

による場合には移籍を認めています。特に人間関係のトラブルにおいては、子どもたちだけではなく、コー

チや保護者など大人の事情によるトラブルが子どもたちにとって良くない影響を及ぼす可能性があるこ

とを想定しており、ハラスメント対策でもあります。

　移籍に関しては、「移籍申請書」に必要事項を記入し、移籍元チームの所属する都道府県協会事務局

に提出することをもって申請を行い、承認の判断は都道府県協会が行うことになっています。移籍先が

移籍元の都道府県以外の場合、登録の可否は当該都道府県協会Ｕ１２カテゴリー部会間で情報共有の上、

移籍元の都道府県協会が判断することになります。

　移籍による環境の変化は、子どもたちにとって必ずしも好転するとは限っておらず、居住地域を離れ

る場合の移籍においては、バスケットボールだけではなく、地域や学校などの「仲間づくり」という観

点からも慎重に考えなければなりません。したがって、保護者や子どもたちが所属チームを選択される

場合は、様々な観点からよりよい選択が出来るよう、十分で正確な情報提供が必要になり、ましてや大

人の事情で子どもたちの環境が悪化するようなことは避けなければなりません。やむなく移籍をする場

合においても、移籍元、移籍先チームの状況をしっかり見極めた上で、決して大人の感情的な感覚や目

先の結果だけに捕らわれず、子どもにとって楽しくバスケットボールが行える環境を一番に考えること

が大切です。

５　会場確保

　多くのチームは、費用面などから当該地域の小学校体育館を利用されるケースが多いですが、チーム

規模や交通面などから公共の体育館を利用するケースもあります。また、チームを構成する競技者の居

住地域を踏まえて近隣地域での会場を確保することが望ましいです。

６　備品購入

　練習に使用する備品以外にユニフォームを購入する必要があります。各大会への参加には、濃淡２色

のユニフォームの保有が義務付けられており、その仕様にも規定が設けられています。高額な備品にな

りますが、子どもたちの活躍には欠かせない用具の一つです。その他、事故等への対応として、救急セッ

トなども準備しておくことが大切です。


